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凍結 防止剤 の散布 、車両通過などの人為的影響 によって、
多様に変化 する。ここで最も重要な点は、南北に長い 日本列
島(緯度の差違)に起因して、それぞれ の地域 で生 じる冬期
道路の問題には違 いがある。例えば、凍結路 画ひとつをとっ
ても、近畿では「夜間の路面凍結」に対して、注意喚起するの
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そ こで 、本 研 究 で は μセ ンサ ー(MASS:Multi-A畑l
Sεn5in呂Systεm)を搭載 した高精度動的試験車(以 ド、MASS
車と呼称 、日本電 子 工業製4bを 用いた野外 試験から、シャ






元を示した。図一3よ り、本装 置では独 自に開発したニュート
ラルスポット・センシング技術5,により、走行および制動中に生
じる懸架装置の内部応 力を0,lm5εcのサンプリング閻隔で抽
出する.また、計 測され る負 荷 加量 は車 両進行 方向摩擦
力(Fx)、車両水平方向摩擦力(Fy)、車両垂直方向力(Fz)、
車両軸回転方向のカ(Fb:制動力)の4種 類であり、これらの
値から路 面の縦横断方向の μを計測する。なお、前報 荊のと
おり、MASS車は約O,lln5εg(本試験で用いたBUS車のサン
プリング間隔はIOm5εc)の極めて短いサンプリング能力 によ












表 一2MASS試 験における観測項 目の一覧






























MASS車1r・蕪 門 _一 ・、
































ャーベ ット路面を作成 した。なお 、本試験では、シャーベット
厚 さ(H、:約5～20mm程度)と質量含氷率(θ1,.:0～80%程
度)を変化させながら、μ計測を繰り返した(写真 一1お よび
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